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《 概 要 》 

本装置は常温または高温環境下で金属材料、超硬材料、セラミック材料の硬さを測定する装置です。圧子

を所定の荷重で試験体に押込んだ後にできる圧痕の大きさを顕微鏡により測定し、硬さ値を算出します。 

 

《 装置外観 》                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 測 定 例  》 

 
 

《 仕 様 》 

・試験荷重     ：0.981N～49.03N  

・試料サイズ    ：5mm×10mm×高さ 5mm(公差-0.1)のみ  

・試料形態     ：耐熱不揮発性バルク試料 

・加熱雰囲気    ：真空 

・加熱炉温度範囲  ：室温～800℃ 

・昇温速度(降温速度) ：10℃/分（5℃/分） 

            ＊室温時のみ試料セット可能 

試験温度を変化させて測定した硬さ測定値 （モリブデン） 
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顕微鏡により観察した圧痕 

開放試験使用例 

※試料取り出しまで使用時間 

 

＜多点温度で測定＞      

200,400,600,800℃の場合 

使用時間:7 時間程度（1 個/日） 

 

＜一点温度で測定＞ 

200℃の場合 

使用時間：2 時間程度（3 個/日） 

800℃の場合 

使用時間：5 時間程度（1 個/日） 

 


